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平
仮
名
の
字
母
の
体
系
化

中
山

陽
介

キ
ー
ワ
ー
ド
：
平
仮
名
成
立
史

万
葉
仮
名

真
仮
名

仮
名
字
母

表
音
文
字

一

万
葉
仮
名
・
真
仮
名
と
平
仮
名
と
の
連
続
性

平
安
時
代
に
成
立
し
た
平
仮
名
（
変
体
仮
名
を
含
む
）
は
、
一
般

的
に
万
葉
仮
名
の
形
が
崩
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ

る
。
万
葉
仮
名
と
い
つ
て
も
、
一
字
が
数
音
を
表
す
も
の
や
数
字
が

一
音
乃
至
数
音
を
表
し
た
り
す
る
も
の
は
別
で
、
一
字
が
一
音
を
表

す
方
式
が
そ
の
直
接
の
起
源
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
仮
名
と
の
連

続
性
を
論
じ
る
上
で
、こ
の
一
字
一
音
方
式
の
万
葉
仮
名
を
特
に「
真

仮
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
上
代
の
真
仮
名
の
形
を
崩

し
て
い
け
ば
、
そ
の
ま
ま
平
仮
名
に
な
る
か
と
い
ふ
と
、
そ
の
歴
史

的
過
程
は
未
だ
実
証
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

私
見
で
は
、
平
仮
名
の
母
体
と
な
つ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
奈

良
時
代
の
木
簡
や
文
書
に
見
ら
れ
る
日
用
的
な
真
仮
名
と
、
平
安
中

期
の
成
立
初
期
の
平
仮
名
と
で
は
、
字
母
や
そ
の
元
の
字
体
に
若
干

の
違
ひ
が
あ
る
た
め
、
真
仮
名
の
形
を
書
き
崩
す
だ
け
で
平
仮
名
が

生
ま
れ
た
と
は
考
へ
が
た
い（
中
山
陽
介
二
〇
一
九
）。
た
と
へ
ば
、

奈
良
時
代
の
真
仮
名
で
常
用
さ
れ
て
ゐ
た
「
阿あ

伊い

牟む

夜や

」
な
ど
の

字
母
は
、
成
立
初
期
の
平
仮
名
に
は
受
け
継
が
れ
て
を
ら
ず
、
成
立

初
期
の
平
仮
名
で
常
用
さ
れ
る
「
以い

幾き

散さ

数す

」
な
ど
は
、
奈
良
時

代
の
日
用
・
実
用
的
な
真
仮
名
で
は
使
用
例
が
稀
少
で
あ
る
。
常
識

的
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
使
用
字
母
の
種
類

が
変
化
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
さ
う
い
つ
た
過
程
は
、
未
だ
資
料
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の
実
態
に
即
し
て
確
認
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
く
、
変
遷
過
程
を

そ
の
や
う
に
直
線
的
に
捉
へ
ら
れ
る
か
は
疑
問
が
残
る
。

資
料
に
乏
し
い
現
在
、
そ
れ
を
明
確
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
平
仮
名
の
表
音
文
字
と
し
て
の
体
系
性
の
獲

得
過
程
と
い
ふ
観
点
か
ら
こ
れ
を
論
じ
、
真
仮
名
か
ら
平
仮
名
へ
の

変
遷
過
程
を
原
理
的
に
考
察
し
た
上
で
、
現
存
す
る
平
仮
名
成
立
初

期
前
後
の
仮
名
や
奈
良
時
代
の
真
仮
名
に
お
け
る
使
用
字
母
の
実
態

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
真
仮
名
か
ら
平
仮
名
へ
の
変
化
が
、
そ
の
や

う
に
自
然
に
起
こ
り
得
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二

万
葉
仮
名
・
真
仮
名
と
平
仮
名
と
の
相
異

初
め
に
、真
仮
名
か
ら
平
仮
名
へ
の
変
遷
を
論
じ
る
指
標
と
し
て
、

両
者
の
相
異
点
を
確
認
す
る
。
そ
も
そ
も
「
仮
名
」
と
い
ふ
言
葉
に

は
、
伝
統
的
に
、
狭
義
と
広
義
の
例
が
あ
る
。
狭
義
に
は
、
平
仮
名
・

片
仮
名
を
指
し
、
広
義
で
は
、
そ
れ
に
加
へ
て
万
葉
仮
名
・
真
仮
名

を
含
め
る
。
こ
れ
は
橋
本
進
吉
（
一
九
四
九
）
の
解
釈
が
わ
か
り
や

す
い
。
曰
く
、

万
葉
仮
名
（
又
は
真
仮
名
）
は
、
漢
字
の
よ
み
（
音
又
は
訓
）

を
以
て
日
本
語
の
音
を
表
は
さ
し
め
、
以
て
日
本
語
を
写
し
た

も
の
で
、
漢
字
の
一
種
の
用
法
で
あ
る
。
片
仮
名
・
平
仮
名
は
、

万
葉
仮
名
を
略
し
て
書
い
た
も
の
か
ら
発
生
し
た
、
日
本
語
を

写
す
た
め
の
独
特
の
音
字
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
日
本
語

の
音
声
を
写
す
も
の
で
あ
る
故
、
す
べ
て
仮
名
と
称
す
る
が
、

万
葉
仮
名
は
文
字
と
し
て
は
漢
字
で
あ
つ
て
意
字
に
属
し
、
片

仮
名
・
平
仮
名
は
音
字
の
一
種
で
あ
つ
て
、
両
者
性
質
を
異
に

す
る
故
区
別
す
る
必
要
あ
る
時
は
、
後
者
（
狭
義
の
仮
名
）
を

仮
名
文
字
と
名
付
け
る
の
が
便
利
で
あ
る
（
武
田
祐
吉
氏
は
こ

れ
を
略
体
仮
名
と
名
づ
け
た
）。（
二
四
二
頁
）

本
稿
で
も
、
独
特
の
音
字
（
表
音
文
字
）
と
な
つ
た
も
の
を
「
仮

名
文
字
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
万
葉
仮
名
・
真
仮
名
は
、
表
音

的
に
使
用
さ
れ
た
漢﹅

字﹅

で
あ
る
。
仮
名
文
字
の
成
立
と
は
、
表
音
的

に
使
は
れ
た
漢
字
に
、
あ
る
種
の
文
字
性
質
の
変
化
が
生
じ
、
漢
字

と
別
種
の
文
字
体
系
が
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
仮
名
文
字
と
、
そ
の
直
接
の
元
に
な
つ
た
真
仮
名
と

は
、
文
字
の
種
類
こ
そ
異
な
る
が
、
国
語
音
を
表
す
と
い
ふ
表
音
的

な
働
き
と
し
て
は
殆
ど
同
等
の
機
能
を
果
た
し
て
ゐ
る
。
真
仮
名
は

字
義
を
残
存
さ
せ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
本
質
的
な
性
能
と
は
言

へ
な
い
。
両
者
の
本
質
的
な
差
異
は
、
機
能
で
は
な
く
形
態
の
方
に
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あ
る
。

し
か
し
、
真
仮
名
に
文
字
形
態
の
変
化
が
起
こ
る
に
は
、
様
々
な

条
件
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
内
で
国
語
（
固
有
名
詞
）
を

漢
字
で
表
音
表
記
し
た
例
は
五
世
紀
頃
に
ま
で
遡
る
が
、
九
世
紀
の

平
安
時
代
に
な
る
ま
で
、
国
語
を
書
く
た
め
に
、
専
用
の
文
字
と
し

て
元
の
漢
字
の
字
形
を
書
き
崩
す
こ
と
は
無
か
つ
た
。「
ム
」（
牟
）

や
「
マ
」（
部
）
の
や
う
な
略
字
は
あ
つ
た
が
、
手
法
と
し
て
は
一
般

の
漢
字
の
省せ

い

文ぶ
ん

と
択
ぶ
所
が
無
く
、
上
代
こ
れ
以
外
の
仮
名
に
拡
張

さ
れ
た
様
子
は
無
い
（
春
日
政
治
一
九
八
二
）。
五
世
紀
頃
か
ら
九

世
紀
代
ま
で
数
百
年
も
の
間
、
真
仮
名
の
形
は
結
局
漢
字
の
規
範
を

墨
守
し
つ
づ
け
た
。
そ
れ
が
平
安
時
代
に
な
つ
て
突
如
、
字
形
の
全

体
を
書
き
崩
す
と
い
ふ
大
胆
な
手
法
に
よ
る
簡
略
化
が
急
速
に
進

み
、
国
語
専
用
の
文
字
が
成
立
し
た
の
は
、
自
然
発
生
的
な
現
象
と

は
考
へ
が
た
い
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
な
つ
て
平
仮
名
の
や
う
な
文
字

が
急
速
に
発
達
し
た
か
、
そ
の
基
盤
を
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

三

平
仮
名
の
基
盤
と
な
る
字
母
の
体
系
化

平
仮
名
の
成
立
を
論
じ
る
に
は
、
そ
れ
以
前
に
、
真
仮
名
が
書
き

崩
さ
れ
は
じ
め
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
平
仮
名
の
系
統
に
連
な
る
そ

の
段
階
の
仮
名
を
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
草
体
仮
名
」
と
称
す
る
こ
と

に
し
、
そ
の
発
生
条
件
を
考
へ
る
。

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
平
仮
名
と
真
仮
名
・
万
葉
仮
名
と
の
重

要
な
相
異
点
を
ま
た
一
つ
挙
げ
る
と
、
平
仮
名
は
、
そ
の
独
自
の
字

形
を
有
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
体
系
性
を
有
し
て
ゐ
る
。

ま
づ
万
葉
仮
名
は
、
原
理
的
に
い
へ
ば
、
字
母
と
し
て
ど
ん
な
字

を
使
ひ
ど
ん
な
読
み
方
を
さ
せ
る
か
は
、
表
し
た
い
国
語
音
さ
へ
連

想
で
き
れ
ば
、
あ
る
程
度
自
由
で
あ
る
。
た
だ
、
読
み
手
か
ら
す
る

と
、
そ
の
文
字
列
を
読
ま
う
と
し
た
時
、
そ
の
一
字
一
字
が
、
正
字

で
あ
る
か
万
葉
仮
名
で
あ
る
か
、
訓
読
み
か
音
読
み
か
、
ま
た
音
読

み
な
ら
、
古
韓
音
か
呉
音
か
、
と
い
ふ
や
う
に
、
読
み
が
予
め
確
定

さ
れ
な
い
。
故
に
、
各
字
母
が
漢
字
と
し
て
ど
の
や
う
な
意
味
を
持

ち
、
ど
の
や
う
な
読
み
を
持
つ
か
と
い
ふ
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
な
け
れ

ば
正
し
く
読
め
な
い
。
つ
ま
り
万
葉
仮
名
に
よ
る
国
語
の
表
記
は
、

そ
の
文
字
の
音
訓
や
字
義
と
い
つ
た
漢
字
の
知
識
を
媒
介
と
し
て
読

み
方
が
成
立
し
て
ゐ
る
。
読
み
書
き
の
規
範
が
常
に
漢
字
の
体
系
に

依
存
し
て
ゐ
て
、
文
字
と
し
て
独
立
し
た
体
系
に
な
つ
て
ゐ
な
い
。

万
葉
仮
名
で
も
一
字
一
音
式
の
真
仮
名
の
場
合
、
よ
く
使
は
れ
る

字
母
や
そ
の
読
み
方
は
、
慣
習
に
よ
つ
て
あ
る
程
度
固
ま
つ
て
ゐ
た
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が
、
し
か
し
、
使
用
字
母
に
特
別
な
制
限
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、

珍
し
い
字
を
使
ふ
こ
と
や
、
字
義
を
踏
ま
へ
た
表
記
が
さ
れ
る
こ
と

も
あ
つ
た
（
後
述
）。
や
は
り
漢
字
の
知
識
に
拠
ら
な
い
読
み
書
き

が
実
現
さ
れ
る
ほ
ど
自
立
し
て
を
ら
ず
、
一
般
の
万
葉
仮
名
と
同
じ

く
、
独
立
の
体
系
は
で
き
て
ゐ
な
い
。

一
方
、
平
仮
名
の
場
合
、
あ
る
音
を
表
す
の
に
使
用
さ
れ
る
字
の

種
類
が
定
ま
り
、
読
み
方
も
固
定
し
て
ゐ
る
た
め
、
漢
字
を
知
ら
な

く
て
も
、
そ
の
字
形
と
そ
れ
に
対
応
す
る
国
語
音
と
を
知
つ
て
ゐ
れ

ば
読
み
書
き
が
で
き
る
。
字
形
と
読
み
と
が
、
漢
字
を
仲
介
せ
ず
に

直
接
に
結
び
つ
い
て
ゐ
て
、
漢
字
の
体
系
と
切
り
離
さ
れ
た
独
自
の

体
系
性
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
体
系
性
と
い
ふ
の
は
、
社
会
性

と
も
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
字
母
だ
け
が
使
は
れ
、
そ
れ
が

特
定
の
読
み
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
複
数
の
使
用
者
の
間
で
定
ま
り
、

保
証
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。
平
仮
名
の
成
立
は
、
か
う
し

た
独
自
の
体
系
を
獲
得
す
る
こ
と
、
す
な
は
ち
、
使
用
さ
れ
る
字
母

が
限
定
さ
れ
そ
の
読
み
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

草
体
仮
名
の
字
形
の
発
達
は
、
そ
の
前
提
の
上
に
起
こ
つ
た
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
略
化
が
、
漢
字
と
分
離
し
た
仮﹅

名﹅

独﹅

自﹅

の﹅

体﹅

系﹅

の﹅

内﹅

部﹅

に
お
い
て
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
仮﹅

名﹅

独﹅

自﹅

の﹅

字﹅

形﹅

の
発

生
・
発
達
は
あ
り
え
な
い
。
さ
う
で
な
い
簡
略
化
は
、
仮
名
文
字
で

は
な
く
漢
字
の
新
し
い
書
き
方
の
成
立
で
し
か
な
い
。

こ
の
や
う
な
体
系
化
の
過
程
の
形
跡
は
、
資
料
の
上
に
実
際
に
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
筆
者
は
貞
観
九
年
〈
八
六
七
〉
の
「
讃

岐
国
司
解
端
書
」
に
書
か
れ
た
、
未
だ
簡
略
化
が
進
ん
で
ゐ
な
い
初

期
の
草
体
仮
名
の
性
質
を
分
析
し
た
が
（
中
山
陽
介
二
〇
二
〇
）、

漢
字
（
表
語
表
記
）
と
仮
名
（
表
音
表
記
）
と
を
交
へ
た
そ
の
表
記

の
中
で
、漢
字
部
分
の
字
形
が
楷
書
に
基
づ
い
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、

仮
名
部
分
の
字
形
は
行
書
・
草
書
に
基
づ
い
た
書
き
方
が
取
ら
れ
、

両
者
が
画
然
と
異
な
る
書
体
で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書

き
手
に
は
既
に
仮
名
が
漢
字
と
は
異
な
る
文
字
体
系
と
し
て
認
識
さ

れ
て
ゐ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
そ
の
使
用
字
母

や
基
づ
く
漢
字
字
体
は
十
世
紀
の
平
仮
名
と
の
共
通
性
が
高
く
、
平

仮
名
の
発
達
に
つ
な
が
る
字
母
の
体
系
化
が
進
行
し
て
ゐ
る
こ
と
も

指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
平
仮
名
に
は
異
体
が
多
く
あ
り
、
芸
術
的
指
向
が
強

い
和
歌
集
な
ど
の
古
筆
に
は
、
一
音
に
多
様
な
仮
名
字
体
を
使
用
し

て
ゐ
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
、
平
仮
名
成
立
初
期
の
十

世
紀
前
後
の
、
消
息
な
ど
実
用
的
な
意
図
で
書
か
れ
た
仮
名
資
料
に
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つ
い
て
は
、
一
音
に
つ
き
異
体
の
使
用
が
少
な
い
書
き
方
を
し
て
ゐ

て
、
字
母
の
種
類
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

ゐ
る
（
築
島
裕
一
九
八
一
：
一
五
六
頁
、
矢
田
勉
二
〇
〇
七
、
同

二
〇
一
二
）。

今
改
め
て
、
近
年
の
新
出
資
料
を
含
め
た
草
体
仮
名
及
び
成
立
初

期
の
平
仮
名
の
字
母
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
字
母
の
体
系
化
が
平
仮

名
発
達
の
基
礎
に
な
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
表
一
に
は
、
字

数
が
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
平
安
時
代
の
九
世
紀
か
ら
、
平
仮
名
の

形
態
の
完
成
が
認
め
ら
れ
る
十
世
紀
中
頃
ま
で
の
、
和
歌
や
和
文
の

書
か
れ
た
仮
名
文
資
料
、
及
び
『
土
佐
日
記
』
の
原
本
の
用
字
を
よ

く
保
存
し
て
ゐ
る
写
本
と
さ
れ
る
青
谿
書
屋
本
を
取
り
上
げ
て
、
大

よ
そ
年
代
順
に
排
列
し
、
そ
の
字
母
を
ま
と
め
た
。
釈
文
は
後
掲
の

文
献
に
よ
る
が
、
殆
ど
は
完
全
に
解
読
さ
れ
て
ゐ
な
い
た
め
、
元
の

釈
文
の
う
ち
筆
者
が
存
疑
と
解
し
た
字
母
は
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た

（
⑧
の
土
佐
日
記
の
場
合
、
池
田
亀
鑑
（
一
九
四
一
）
に
基
づ
き
、
用

例
数
が
そ
の
音
全
体
の
一
％
に
満
た
な
い
字
母
を
括
弧
に
入
れ
た
）。

ま
た
「
ん
」
の
字
形
の
モ
の
字
母
は
「
毛
」
説
「
无
」
説
あ
る
が
、

私
に
「
毛
」
に
統
一
し
た
。

（
表
一
）

①
多
賀

(阿
)可
(加
)支
久
己
之
須
世
曽
(所
)多
太
(徒
)天
止

度
奈
尓
奴
乃
(者
)(不
)ヘ
(美
)(武
)毛
由
江
与
(利
)

礼

②
讃
岐

以
於
加
可
許こ

之
世
多
太
天
止
奈
尓
乃
波
比
不
末
見
无

無
毛
与
良
利
礼

③
西
三
条

14

安
以
(宇
)於
加
幾
久
之
須
(曽
)知
止
奈
尓
波
比
(美
)

毛
与
良
礼
和
乎

④
円
珍

衣
久
之
太
奈
波
布
ヘ
末
見
利

⑤
難
波
津

以
(可
)(久
)己
左
(寸
)(曽
)(多
)天
度
奈
尓
能
波
不

ヘ
末
毛
也
由
(良
)利
留

⑥
左
兵
衛

安
以
宇
可
介
数
(知
)ツ
奈
尓
乃
波
(不
)(ヘ
)末
美
无

女
由
良
利
礼
和

⑦
因
幡

以
宇
可
支
久
己
散
之
世
多
ツ
弖
止
奈
那
尓
祢
乃
波
比

不
ヘ
末
美
无
女
毛
江
与
良
利
留
(礼
)呂
遠

⑧
土
佐

安
以
宇
衣
於
加
可
幾
支
(木
)久
計
介
己
散
佐
之
数
須

世
曽
(所
)多
太
知
ツ
天
止
奈
那
尓
仁
(二
)奴
祢
乃
能
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波
(八
)比
不
ヘ
保
末
美
三
无
武
女
毛
也
由
江
与
良
利

留
礼
呂
和
為
恵
乎
遠

⑨
醍
醐
寺

（
一
）

安
可
久
計
(介
)己
曽
止
奈
尓
奴
乃
波
不
ヘ
也
由
良
礼

呂
和

⑩
醍
醐
寺

（
二
）

可
計
己
散
左
(之
)数
太
徒つ

止
奈
尓
奴
祢
乃
比
末
美
毛

江
(良
)利
(留
)乎

⑪
醍
醐
寺

（
五
）

衣
於
幾
計
之
数
世
曽
太
ツ
天
止
奴
祢
能
波
比
不
ヘ
末

見
毛
利
礼

⑫
ケ
カ
チ

安
以
於
可
久
計
之
数
(所
)止
奈
尓
能
波
比
(不
)見

(无
)毛
也
与
良
利
(留
)礼
和

⑬
虚
空
蔵

一
種

以
宇
於
加
可
支
介
己
散
之
世
曽
多
ツ
止
那
乃
能
波
者

比
不
保
万
末
美
无
女
毛
也
江
与
利
留
乎

⑭
虚
空
蔵

二
種

（
甲
乙
）

安
以
(宇
)於
加
可
幾
久
計
己
散
佐
(左
)之
春
数
世
所

多
知
ツ
天
止
那
尓
奴
(祢
)能
波
比
不
ヘ
保
末
美
(三
)

无
女
毛
也
江
良
利
留
礼
呂
(遠
)乎

⑮
虚
空
蔵

三
種

以
於
可
幾
己
之
須
多
天
止
尓
奴
乃
能
波
者
比
悲
ヘ
保

万
无
女
毛
利
礼

（
釈
文
）

①
多
賀
城
跡
出
土
漆
紙
文
書
仮
名
文
書（

中
葉
以
前
）：
築
島
裕（
一

9C

九
九
二
）

②
讃
岐
国
司
解
端
書
（

頃
）：
小
松
茂
美
（
一
九
六
八
）

867

③
西
三
条
第
跡
出
土
仮
名
墨
書
土
器
・

左
半
分
（

頃
以
前
）：
中

14

875

山
陽
介
（
二
〇
一
六
）

④
円
珍
病
中
言
上
書
（

以
前
）：
小
松
茂
美
（
一
九
六
八
）

891

⑤
平
安
京
跡
左
京
四
条
一
坊
二
町
出
土
難
波
津
歌
木
簡
（

末
〜

9C

10C

初
）：
吉
野
秋
二
（
二
〇
一
六
）

⑥
平
安
宮
左
兵
衛
府
跡
出
土
墨
書
土
器
（

前
半
〜
半
ば
）：
藤
岡
忠

10C

美
（
二
〇
一
一
）
Ａ
案

⑦
因
幡
国
司
解
案
紙
背
仮
名
消
息
（

〜

頃
）：
小
松
茂
美
（
一
九

905

938

六
八
）

⑧
『
土
佐
日
記
』
青
谿
書
屋
本
（

頃
原
本
）：
池
田
亀
鑑
（
一
九
四

935

一
）

⑨
〜
⑪
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
・
平
仮
名
資
料
（

頃
）：
伊
東

951

卓
治
（
一
九
五
九
）

⑫
ケ
カ
チ
遺
跡
出
土
和
歌
刻
書
土
器
（

中
葉
）：
甲
州
市
教
育
委
員

10C

会
文
化
財
課
（
二
〇
一
七
）
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⑬
〜
⑮
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
仮
名
消
息
（

頃
）：
久
曾
神
昇

966

（
一
九
九
二
）

⑥
ま
で
は
簡
略
化
の
途
上
の
草
体
仮
名
で
、
⑦
以
降
が
平
仮
名
の

形
態
の
成
立
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

さ
て
、
表
一
か
ら
、
各
字
母
が
ど
れ
程
の
割
合
で
使
は
れ
て
ゐ
る

か
を
調
べ
る
。
次
に
は
、
各
音
ご
と
に
、
そ
の
音
が
出
現
し
て
ゐ
る

資
料
数
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
各
字
母
の
使
用
さ
れ
た
資
料
数
を
掲

げ
て
一
覧
す
る
（
表
中
の
括
弧
入
り
の
字
母
は
除
い
た
が
、
含
め
て

計
算
し
て
も
結
論
に
影
響
は
無
い
）。

(ア
６
)安
６

(イ

)以

(ウ
４
)宇
４

(衣
３
)衣
３

10

10

(オ
８
)於
８

(カ

)加
５
可

(キ
８
)幾
５
支
４

12

11

(ク
８
)久
８

(ケ
８
)計
６
介
３

(コ

)己
９
許
１

10

(サ
６
)散
５
佐
２
左
２
(シ

)之

(ス
９
)須
４
数
６
春
１

11

11

(セ
７
)世
７

(ソ
６
)曽
５
所
１

(タ

)多
７
太
６

10

(チ
３
)知
３

(ツ
７
)ツ
６
徒
１

(テ
８
)天
７
弖
１

(ト

)止

度
２

(ナ

)奈

那
４

(ニ

)尓

仁
１

13

12

13

11

12

12

(ヌ
７
)奴
７

(ネ
４
)祢
４

(ノ

)乃
９
能
７

13

(ハ

)波

者
２

(ヒ

)比

悲
１

(フ
９
)不
８
布
１

13

13

10

10

(ヘ
９
)ヘ
９

(ホ
４
)保
４

(マ

)末

万
２

11

10

(ミ

)見
４
美
６
三
１
(ム
７
)无
７
無
１
武
１
(メ
６
)女
６

10
(モ

)毛

(ヤ
６
)也
６

(ユ
５
)由
５

(延
６
)江
６

12

12

(ヨ
７
)与
７

(ラ
７
)良
７

(リ

)利

(ル
５
)留
５

12

12

(レ

)礼

(ロ
４
)呂
４

(ワ
５
)和
５

(ヰ
１
)為
１

10

10

(ヱ
１
)恵
１

(ヲ
６
)乎
５
遠
２

殆
ど
の
字
母
が
多
く
の
資
料
に
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
既
に

中
山
陽
介
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
九
世
紀
後
半
の
②
の
草
体
仮
名
の

字
母
が
、
十
世
紀
中
頃
の
⑧
や
⑬
〜
⑮
の
平
仮
名
と
よ
く
共
通
し
て

ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
表
全
体
を
み
て
も
、
時
代
ご
と
の

使
用
字
母
の
大
き
な
推
移
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
安
定
し
た
字
母
の
体

系
が
、
九
世
紀
後
半
頃
に
は
出
来
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
に

か
け
て
平
仮
名
の
形
に
成
長
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
つ
て
ゐ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
簡
略
化
が
あ
ま
り
進
ん
で
ゐ
な
い
初
期
の
資
料
に
は
、

②
「
許こ

無む

」、
④
「
布ふ

」
と
、
使
用
例
が
表
中
当
該
一
資
料
の
み
の

字
母
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
体
系
化
が
ま
だ
完
全
に

熟
し
て
ゐ
な
い
初
期
の
様
相
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
て
お
き
た

い
。
そ
の
他
の
一
資
料
の
み
の
「
春す

所そ

徒つ

弖て

仁に

悲ひ

三み

武む

」
に

― 38 ―



20-12-023　03_縦組-中山氏.mcd  Page 8 21/02/02 18:16  v5.51

つ
い
て
は
、
実
際
に
は
簡
略
化
が
進
ん
だ
字
形
で
書
か
れ
て
ゐ
て
、

し
か
も
、
平
安
中
後
期
の
古
筆
に
も
平
仮
名
と
し
て
馴
染
み
の
あ
る

字
で
あ
る
か
ら
、
異
例
と
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ら
う
。

以
上
、
草
体
仮
名
の
字
形
の
簡
略
化
の
前
提
と
な
る
字
母
の
体
系

化
が
実
際
に
九
世
紀
後
半
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
で

は
、
そ
の
や
う
な
体
系
の
独
立
は
、
ど
の
や
う
に
し
て
起
こ
つ
た
の

で
あ
ら
う
か
。
以
下
、
遡
つ
て
上
代
の
真
仮
名
の
考
察
に
入
る
。

四

日
用
・
実
用
的
な
真
仮
名
の
字
母

真
仮
名
に
お
け
る
使
用
字
母
の
限
定
と
読
み
の
固
定
化
は
、
常
識

的
に
は
、
慣
習
の
力
に
よ
つ
て
起
こ
り
え
た
で
あ
ら
う
と
推
測
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
一
口
に
真
仮
名
と
い
つ
て
も
、
書
写
さ
れ
た
素
材
や

内
容
に
よ
つ
て
、
表
記
の
実
態
に
異
な
る
性
格
の
幅
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
ゐ
る
。
初
め
に
、
平
仮
名
の
源
流
と
な
る
真
仮
名
が
ど
の

や
う
な
種
類
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
を
確
認
し
て
お
く
。

犬
飼
隆
（
二
〇
〇
五
）
は
、
真
仮
名
の
平
仮
名
・
片
仮
名
へ
の
連

続
面
に
つ
い
て
、
記
紀
万
葉
の
よ
う
な
成
書
の
晴は

れ

の
文
献
と
、
文
書

や
木
簡
な
ど
の
褻け

の
文
献
と
で
仮
名
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
論

じ
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
、
選
択
さ
れ
た
字
母
に
漢
字
の
本
来

の
形
音
義
へ
の
考
慮
が
少
な
く
、清
濁
の
書
き
分
け
が
厳
密
で
な
い
、

と
い
ふ
、
漢
字
本
来
の
性
質
か
ら
離
れ
た
「
漢
字
離
れ
」
が
見
出
さ

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
、
平
仮
名
・
片
仮
名
へ
と
歴
史

的
な
連
続
性
を
持
つ
も
の
と
捉
へ
た
。
か
う
し
た
、
文
書
や
木
簡
に

見
ら
れ
る
日
用
・
実
用
的
な
様
相
を
呈
す
る
真
仮
名
が
仮
名
文
字
へ

と
連
続
す
る
と
い
ふ
考
へ
方
は
、
今
日
一
般
的
な
見
解
と
な
つ
て
ゐ

る
（
築
島
裕
一
九
八
一
：
六
六
頁
、
乾
善
彦
二
〇
一
七
ｂ
）。

犬
飼
隆
は
、
そ
こ
か
ら
平
仮
名
・
片
仮
名
が
創
出
さ
れ
る
た
め
の

「
漢
字
離
れ
」
の
過
程
に
つ
い
て
、
次
の
や
う
な
想
定
を
し
て
ゐ
る
。

た
と
え
ば
、
官
庁
で
、
事
務
的
な
通
信
や
心
覚
え
の
た
め
に
木

簡
を
作
成
す
る
際
の
事
情
を
想
定
す
る
。
そ
こ
で
は
絶
え
ず
万

葉
仮
名
が
書
か
れ
、
文
面
が
類
型
的
で
あ
る
た
め
に
同
じ
字
母

を
く
り
か
え
し
使
う
か
ら
、
特
定
の
字
体
と
日
本
語
の
音
節
と

の
安
定
的
な
対
応
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
用
を
旨
と

し
て
語
形
の
正
確
さ
は
二
の
次
で
あ
り
、
書
く
べ
き
ス
ペ
ー
ス
も

せ
ま
い
か
ら
、
字
音
が
適
切
な
字
よ
り
は
少
画
の
使
い
な
れ
た

字
が
用
い
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
字
体
と
音
節
あ
る
い
は
語

と
の
対
応
が
安
定
す
る
に
つ
れ
て
、
省
画
し
た
り
書
き
く
ず
し

て
も
伝
達
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
な
る
。（
中
略
）
こ
の
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よ
う
に
し
て
、
字
母
の
本
来
の
形
・
音
・
義
に
つ
い
て
「
価
値
あ

る
忘
却
」
が
行
わ
れ
、
使
い
な
れ
た
少
画
の
字
は
「
漢
字
離
れ
」

し
て
日
本
語
音
韻
と
の
直
接
の
対
応
を
獲
得
し
た
。（
六
五
頁
）

真
仮
名
の
日
用
的
な
慣
習
に
従
つ
て
そ
の
体
系
化
（
安
定
的
な
対

応
）
が
起
こ
る
こ
と
で
、
簡
略
化
が
許
容
さ
れ
、
仮
名
文
字
が
生
ま

れ
た
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
従
来
も
、
真
仮
名
に
お
い
て
慣
習
的

に
常
用
さ
れ
た
そ
の
や
う
な
字
母
の
集
合
は
「
常
用
仮
名
」
と
い
つ

た
考
へ
方
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
、
仮
名
文
字
の
母
体
と
し
て
も
論
じ

ら
れ
て
き
た
（
大
野
透
一
九
七
七
：
一
〇
頁
）。
上
代
の
日
用
・
実

用
的
な
真
仮
名
に
そ
の
や
う
な
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
平
仮
名
の
母
体
と
な
る
や
う
な
字
母
の
体
系
化
が
見
出

だ
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
、
表
二
に
、
上
代
の
木
簡
や
文
書
の
真
仮
名
の
使
用
字
母

を
示
し
た
。
木
簡
は
、
栄
原
永
遠
男
（
二
〇
〇
八
）、
同
（
二
〇
一
一
）

を
参
照
し
、
氏
が
「
歌
木
簡
」
と
定
義
す
る
も
の
（
本
来
歌
一
首
全

体
が
書
か
れ
て
ゐ
た
木
簡
）
を
中
心
に
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
遷
都
以

前
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
仮
名
の
木
簡
は
そ
の
他
、
森
岡
隆
（
二

〇
〇
九
）
や
乾
善
彦
（
二
〇
一
七
ａ
）
に
示
さ
れ
た
も
の
な
ど
数
多

く
あ
り
、
こ
の
表
は
十
全
と
は
い
へ
な
い
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る

た
め
、
大
勢
の
傾
向
を
知
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
参
照
し
や
す
い

も
の
を
取
つ
た
。
な
ほ
、
訓
仮
名
と
認
め
う
る
字
母
で
も
表
語
性
の

あ
る
用
字
は
表
か
ら
除
い
た
（
⑪
「
手て

而て

」
⑰
「
目め

」）。
ま
た
、
清

濁
や
仮
名
遣
ひ
の
甲
乙
の
区
別
は
省
い
た
。

（
表
二
）

①
難
波
宮
跡

久
佐
斯し

刀と

乃
皮は

米
留

②
観
音
寺
遺
跡

久
己
(作
)ツ
奈
尓
乃
波
矢や

③
石
神
遺
跡

児く

己
佐
ツ
奈
尓
乃
波
矢や

④
飛
鳥
池
遺
跡

於
求く

久
佐
田た

手て

止
皮は

閉
目め

母
羅
和

⑤
藤
原
京
跡

伊
久
己
佐
ツ
止
奈
尓
乃
皮は

布
ヘ
真ま

母
矢や

由
利
留

⑥
藤
原
宮
跡

久
多
都つ

那

⑦
平
城
宮
跡

両
面
な
に
は
つ

伊
(古く
？

)己
(作さ

)止
奈
乃
者
(役は

)夫
部へ

ヘ
真ま

(冊も

)

矢
由
(伊ゆ
？

)利
留

⑧
宮
町
遺
跡

阿
可
己
佐
ツ
奈
迩に

尓
能
波
真ま

夜や

由
流

⑨
平
城
宮
跡

意お

己
之
志
曽
田た

等と

刀と

比
毛
夜や

流
呂
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た
□
し
ひ
と

⑩
平
城
宮
跡

つ
く
よ
よ
み

宇
我
玖く

津
美
余
礼

⑪
平
城
京
跡

伊
加
伎き

知
尓
皮は

麻ま

母

⑫
辻
井
遺
跡

久
己
佐
尓
乃
夫
母
利

⑬
正
倉
院
・
甲

阿
伊
宇
加
支
伎
久
気
己
古
之
須
蘇
多
知
都つ

天
止

奈
尓
祢
乃
波
比
非
不
布
ヘ
末
万
美
牟
毛
夜や

与
良

利
呂
恵
乎

⑭
正
倉
院
・
乙

阿
伊
宇
於
可
久
気
己
古
佐
之
須
序そ

太
知
ツ
都つ

弖

止
奈
尓
祢
乃
波
比
布
保
末
美
牟
米
毛
夜や

由
与
良

利
流
礼
和
恵
乎

⑮
平
城
宮
跡

あ
ま
る
と
も

阿
宇
可
多
止
万
弥み

毛
留
乎

⑯
馬
場
南
遺
跡

阿
支
之
多
乃
波
美
毛

⑰
平
城
宮
東
張

出
部

安
宇
可
我か

賀
紀き

宜け

許こ

志
須
知
弖
等
奈
尓
能
保
美

見
毛
夜や

流
礼
連
乎

⑱
西
河
原
宮
ノ

内
遺
跡

佐
都つ

奈
尓
波

⑲
秋
田
城
跡

阿
伊
久
志
止
奈
奴
波
万
米
母
夜や

由
余
利
流
礼

（
釈
文
）

①
難
波
宮
跡
出
土
は
る
く
さ
木
簡
（

中
葉
）：
栄
原
永
遠
男
（
二
〇

7C

一
一
）

②
観
音
寺
遺
跡
出
土
な
に
は
つ
木
簡
（

後
半
）：
同
右

7C

③
石
神
遺
跡
出
土
な
に
は
つ
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

672

687

④
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
と
く
と
さ
だ
め
て
木
簡
（

頃
迄
）：
同
右

697

⑤
藤
原
京
跡
出
土
な
に
は
つ
木
簡
（

頃
）：
同
右

701

⑥
藤
原
宮
跡
出
土
た
た
な
づ
く
（

末
〜

初
）：
同
右

7C

8C

⑦
平
城
宮
跡
出
土
両
面
な
に
は
つ
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

708

724

⑧
宮
町
遺
跡
出
土
あ
さ
か
や
ま
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

744

745

⑨
平
城
宮
跡
出
土
た
□
し
ひ
と
木
簡
（

頃
）：
栄
原
永
遠
男
（
二
〇

746

〇
八
）

⑩
平
城
宮
跡
出
土
つ
く
よ
よ
み
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

718

747

⑪
平
城
京
跡
出
土
玉
に
有
れ
ば
木
簡
（

頃
）：
同
①

747

⑫
辻
井
遺
跡
出
土
な
に
は
つ
木
簡
（

初
〜

頃
）：
同
右

7C

8C
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⑬
正
倉
院
仮
名
文
書
・
甲
（
〜

）：
小
松
茂
美
（
一
九
六
八
）

762

⑭
正
倉
院
仮
名
文
書
・
乙
（
〜

）：
同
右

762

⑮
平
城
宮
跡
出
土
あ
ま
る
と
も
木
簡
（
〜

頃
）：
同
①

765

⑯
馬
場
南
遺
跡
出
土
あ
き
は
ぎ
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

760

794

⑰
平
城
宮
跡
出
土
も
の
さ
し
転
用
木
簡
（

頃
）：
同
右

774

⑱
西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡
出
土
な
に
は
つ
木
簡
（

後
半
）：
同
右

8C

⑲
秋
田
城
跡
出
土
は
る
な
れ
ば
木
簡
（

〜

頃
）：
同
右

791

795

先
の
如
く
、音
ご
と
に
字
母
が
使
用
さ
れ
た
資
料
数
を
一
覧
す
る
。

(ア
７
)阿
６
安
１

(イ
６
)伊
６

(ウ
５
)宇
５

(衣
０
)

(オ
３
)於
２
意
１

(カ
７
)可
４
我
２
加
２
賀
１

(キ
４
)伎
２
支
２
紀
１

(ク

)久
９
児
１
求
１
玖
１

11

(ケ
３
)気
２
宜
１

(コ

)己
９
古
２
許
１

(サ
８
)佐
８

10

(シ
７
)斯
１
之
４
志
３

(ス
３
)須
３

(セ
０
)

(ソ
３
)曽
１
蘇
１
序
１
(タ
７
)田
２
多
４
太
１
(チ
４
)知
４

(ツ
９
)ツ
５
都
４
津
１

(テ
４
)手
１
天
１
弖
２

(ト

)刀
２
止
７
等
２
(ナ

)奈

那
１
(ニ

)尓

迩
１

10

11

10

10

10

(ヌ
１
)奴
１

(ネ
２
)祢
２

(ノ

)乃
９
能
２

11

(ハ

)皮
４
波
８
者
１

(ヒ
３
)比
３
非
１

13

(フ
５
)布
３
夫
２
不
１
(ヘ
４
)閉
１
ヘ
３
部
１
(ホ
２
)保
２

(マ
８
)真
３
麻
１
末
２
万
３

(ミ
６
)美
５
弥
１
見
１

(ム
２
)牟
２

(メ
４
)米
３
目
１

(モ

)母
５
毛
６

11

(ヤ

)矢
４
夜
６
(ユ
５
)由
５
(延
０
)
(ヨ
４
)余
２
与
２

10
(ラ
３
)羅
１
良
２

(リ
６
)利
６

(ル
９
)留
４
流
５

(レ
４
)礼
４
連
１

(ロ
２
)呂
２

(ワ
２
)和
２

(ヰ
０
)

(ヱ
２
)恵
２

(ヲ
４
)乎
４

優
勢
な
字
母
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
五
資
料
以
上
で
使
用
さ
れ

た
字
母
は
「
阿あ

伊い

宇う

久く

己こ

佐さ

ツつ

止と

奈な

尓に

乃の

波は

美み

母も

毛も

夜や

由ゆ

利り

流る

」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
「
久く

己こ

佐さ

ツつ

奈な

尓に

乃の

波は

」
は
、
⑥
以
前
の
飛
鳥
時
代
か
ら
一
貫
し
て
優
勢
で
、
か

つ
平
仮
名
の
字
母
に
も
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
性
が
感
じ
ら

れ
る
。
次
い
で
四
資
料
使
用
の
も
の
は
「
可か

之し

多た

知ち

都つ

皮は

矢や

留る

礼れ

」
で
あ
る
（「
矢
」
は
②
③
⑤
⑦
と
古
い
例
）。
古
く
飛
鳥
時
代

か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
常
用
さ
れ
る
字
母
の
慣
習
が
出
来
て
ゐ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
資
料
の
採
用
数
が
少
な
い
た
め
、
数
字
に

は
現
れ
て
ゐ
な
い
が
、
実
際
に
は
他
の
字
母
に
も
優
勢
な
も
の
が
ま

だ
あ
ら
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
草
体
仮
名
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
阿あ

伊い

都つ
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皮は

夜や

矢や

流る

」
と
い
つ
た
字
母
は
真
仮
名
で
優
勢
で
も
草
体
仮
名

に
受
け
継
が
れ
て
ゐ
な
い
。
逆
に
草
体
仮
名
・
平
仮
名
で
優
勢
な
字

母
で
、
表
二
に
例
の
な
い
も
の
と
し
て
は
「
以い

幾き

計け

介け

散さ

左さ

数す

无む

女め

也や

」が
あ
る（
表
二
に
音
自
体
の
例
が
な
い「
衣
世
江
」

は
除
く
）。

こ
の
や
う
な
変
化
が
も
し
、
字
母
の
流
行
と
し
て
捉
へ
ら
れ
る
な

ら
ば
、
時
代
が
降
る
ほ
ど
使
用
字
母
が
平
仮
名
の
も
の
へ
収
斂
し
て

い
く
は
ず
で
あ
る
が
、
後
ろ
の
三
資
料
を
見
て
も
、
⑰
「
我か

賀か

宜け

許こ

志し

等と

目め

夜や

流る

連れ

」
⑱
「
都つ

」
⑲
「
阿あ

伊い

米め

母も

夜や

余よ

流る

」
の
や
う
に
、
表
一
の
平
仮
名
に
な
い
字
母
が
多
く
、
そ
の
傾
向

は
見
い
だ
せ
な
い
。
他
に
、
奈
良
時
代
後
半
の
⑪
以
降
の
資
料
に
限

つ
て
も
、
⑪
「
麻ま

」
⑬
「
蘇そ

非ひ

」
⑭
「
序そ

」
⑮
「
弥み

」
の
や
う
に
平

仮
名
に
つ
な
が
ら
な
い
字
母
が
散
在
し
て
ゐ
る
。

日
用
・
実
用
的
な
真
仮
名
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
常
用
の
字
母
を
形
成
し
て
ゐ
る
が
、
飽
く
ま
で
慣
習
に
よ
つ
て
よ

く
使
は
れ
る
字
母
の
傾
向
が
あ
つ
た
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
草
体
仮
名
の

字
母
体
系
の
や
う
に
、
そ
の
他
の
字
母
を
排
す
る
や
う
な
閉
ぢ
た
体

系
で
は
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
は
な
ほ
、
記
紀
万
葉
の
や
う
な
成
書
に

お
け
る
真
仮
名
・
万
葉
仮
名
と
の
交
渉
が
保
た
れ
た
。

た
と
へ
ば
、乾
善
彦（
二
〇
一
七
ａ
）に
よ
る
と
、⑧
の「
迩に

能の

」、

⑰
の
「
安あ

賀か

許こ

能の

」
と
い
つ
た
字
母
は
、
木
簡
の
歌
表
記
に
比
較

的
珍
し
い
字
母
で
、
む
し
ろ
成
書
の
『
万
葉
集
』
仮
名
書
き
歌
巻
に

類
似
す
る
用
字
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
⑧
の
木
簡
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
は
、
日
用
の
仮
名
と
特
殊
な
性
格
の
⑰
と
の
中
間

的
な
存
在
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
「
日
常
の
場
で
の
仮
名
使
用
と
記

紀
万
葉
の
仮
名
使
用
と
の
連
続
性
」
を
見
出
し
て
ゐ
る
。

ま
た
、
表
音
表
記
の
間
に
表
語
表
記
の
混
じ
る
例
が
あ
り
、
⑰
の

本
文
に
「
目め

毛も

美み

須ず

流あ

安る

保ほ

連れ

紀き

我が

許こ

等と

乎を

志し

宜げ

見み

賀か

毛も

（
下
略
）」

（「
流
安
」
は
顛
倒
）
と
あ
る
「
目
」
や
、
⑪
の
本
文
に
「
玉た
ま

尓に

有あ
れ

皮ば

手て

尓に

麻ま

伎き

母も

知ち

而て

伊い

□
」
と
あ
る
「
玉
有
手
而
」
が
さ
う
で
、
こ

れ
は
訓
字
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一
音
の
も
の
は
表
音
表
記
の

中
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
ゐ
て
、
逆
に
、
訓
仮
名
が
義
を
引
き
ず
つ

て
ゐ
る
も
の
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
純
粋
に
表
音
的
な
「
目め

」
や

「
手て

」の
訓
仮
名
は
④
に
あ
り（「
□
止と

求く

止と

佐さ

田だ

目め

手て

和わ

□
」）、「
而
」

も
助
詞
マ
デ
の
テ
に
当
て
た
訓
仮
名
の
例
が
『
万
葉
集
』
や
八
世
紀

後
半
の
木
簡
に
あ
る
。
ま
た
⑰
に
お
い
て
、「
須ず

」
は
清
音
仮
名
を
濁

音
に
使
つ
て
ゐ
る
が
「
我が

宜げ

」
は
濁
音
を
意
識
し
た
用
字
と
見
え
る

（「
賀
」
は
清
音
仮
名
と
取
る
も
可
。「
我
」
の
⑩
の
例
は
「
津
玖
余
々
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美
宇
我
礼
…
」
で
清
音
表
記
か
）。
こ
れ
ら
は
、
日
用
・
実
用
的
な
表

記
に
お
い
て
、
本
来
の
漢
字
と
し
て
の
読
み
や
意
味
に
意
識
が
働
い

た
、『
万
葉
集
』
の
や
う
な
よ
り
高
度
な
万
葉
仮
名
に
近
づ
い
た
表
記

と
い
へ
る
。

こ
の
や
う
に
、
日
用
・
実
用
的
な
真
仮
名
は
、
そ
れ
自
身
で
閉
ぢ

た
字
母
の
体
系
を
持
つ
て
ゐ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
用
法
は
記
紀
万

葉
の
真
仮
名
や
万
葉
仮
名
と
ゆ
る
や
か
に
連
続
し
て
ゐ
る
。
常
用
の

字
母
群
だ
け
が
漢
字
の
中
か
ら
切
り
出
さ
れ
て
独
立
し
た
体
系
に
な

る
や
う
な
積
極
的
な
契
機
は
、
こ
こ
に
は
見
出
し
が
た
い
（
奥
村
悦

三
二
〇
一
九
）。

犬
飼
隆
は
、
慣
習
に
よ
つ
て
形
音
義
の
「
価
値
あ
る
忘
却
」
と
い

ふ
「
漢
字
離
れ
」
が
起
こ
る
と
想
定
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

漢
字
で
あ
る
と
い
ふ
真
仮
名
の
基
本
性
格
が
、
漢
字
と
し
て
の
規
範

を
常
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
「
漢
字
離
れ
」
を

抑
止
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
漢
字
の
用
法
と
し
て
の
真
仮
名
が
慣
習

的
な
常
用
の
字
母
を
持
つ
事
と
、
そ
れ
が
閉
ぢ
た
体
系
性
を
形
成
し

て
漢
字
か
ら
独
立
す
る
と
い
ふ
事
と
の
間
に
は
、
大
き
な
開
き
が
あ

る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
見
解
の
や
う
に
、
日
用
・
実
用
的
な

真
仮
名
で
常
用
さ
れ
た
字
母
群
が
そ
の
ま
ま
形
を
崩
し
て
平
仮
名
に

な
つ
た
と
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

仮
名
文
字
は
真
仮
名
か
ら
生
ま
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
真
仮
名

の
表
記
法
そ
れ
自
体
は
、
後
世
ま
で
継
承
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
（
国
史

の
宣
命
書
き
・
歌
表
記
、
日
本
紀
饗
宴
和
歌
な
ど
）、
草
体
仮
名
の
出

現
は
、
真
仮
名
自
体
の
変
化
と
い
ふ
よ
り
は
、
真
仮
名
を
母
体
と
し

て
何
か
特
殊
な
変
化
が
起
き
た
新
し
い
仮
名
の
体
系
の
発
生
、
す
な

は
ち
真
仮
名
か
ら
の
分
化
・
分
裂
と
捉
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
歳
月

の
経
過
に
よ
つ
て
自
然
と
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
分
化
を
も

た
ら
し
た
、
何
ら
か
の
変
異
が
そ
こ
に
起
こ
つ
た
と
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
。五

字
母
の
体
系
化
の
契
機

以
上
、
本
稿
で
は
、
日
用
・
実
用
的
な
真
仮
名
が
平
仮
名
と
の
連

続
性
を
持
つ
て
ゐ
る
と
す
る
説
に
つ
い
て
検
討
を
行
つ
た
。
両
者

は
、
崩
さ
れ
る
元
と
崩
さ
れ
た
結
果
と
い
ふ
や
う
な
、
直
接
の
連
続

性
を
持
つ
た
同
一
の
体
系
で
は
な
い
。
平
仮
名
が
成
立
す
る
過
程
に

は
、
字
形
の
簡
略
化
に
先
立
つ
て
、
仮
名
文
字
の
体
系
を
漢
字
か
ら

分
離
す
る
、
字
母
の
体
系
化
と
い
ふ
画
期
的
な
現
象
が
起
こ
つ
て
ゐ
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る
た
め
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
契
機
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
平

仮
名
の
成
立
に
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
や
う
な
仮
名
の
体
系
の
分
化
が
起
こ
つ
た
契
機
が
何

だ
つ
た
か
を
つ
き
と
め
る
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
最
後
に
、

そ
の
推
測
を
述
べ
て
お
く
。

平
安
初
期
か
ら
平
仮
名
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
間
に
起
こ
つ
た
、

関
連
す
る
事
柄
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
、
仮
名
の
筆
記
に
草
書
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、

平
仮
名
の
中
に
は
漢
字
の
草
書
を
字
源
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
、
漢
字
で
草
書
が
受
容
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
奈
良
中
期

に
一
部
で
学
ば
れ
は
じ
め
て
か
ら
で
あ
り
、
実
際
に
草
書
の
使
用
が

一
般
化
す
る
の
は
平
安
初
期
ま
で
降
る
と
考
へ
ら
れ
る
（
内
藤
乾
吉

一
九
六
四
、
黒
田
洋
子
二
〇
一
七
、
加
藤
詩
乃
二
〇
一
八
）。
上
代

の
木
簡
や
文
書
の
類
の
真
仮
名
も
、
み
な
楷
書
や
そ
れ
が
少
し
崩
れ

た
（
乱
雑
に
書
か
れ
た
）
書
き
方
が
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従

つ
て
、
仮
名
に
草
書
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
普
及
を
俟
つ
て
平

安
初
期
以
降
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
世
紀
頃
の
平
仮
名
に
常
用
さ
れ
る
に
も
関
は
ら
ず
、
上
代
に
は

無
か
つ
た
「
数
幾
遠
」
と
い
つ
た
字
母
に
つ
い
て
考
へ
る
と
、
こ

れ
ら
は
楷
書
で
の
画
数
が
多
い
。
上
代
か
ら
あ
つ
た
「
須
支
乎
」

と
い
つ
た
比
較
的
簡
易
な
字
母
に
対
し
て
、
そ
の
や
う
な
画
数
の
多

く
、
稀
少
な
字
母
が
、
楷
書
の
真
仮
名
の
段
階
で
突
然
新
た
に
常
用

の
字
母
に
加
は
つ
た
と
は
考
へ
が
た
い
。
こ
れ
ら
は
仮
名
に
草
書
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
段
階
に
な
つ
て
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
、
平
仮
名
の
中
に
は
「
お
於
ち
知
て
天
ふ

不
」
な
ど
の
や
う
に
、
上
代
か
ら
あ
る
字
母
で
も
楷
書
の
真
仮
名
か

ら
は
形
の
変
化
が
想
定
で
き
ず
、
草
書
特
有
の
形
か
ら
変
化
し
た
と

み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
（
中
山
陽
介
二
〇
二
〇
）。
平
仮
名
の
字
源

に
は
、草
書
に
基
づ
い
て
発
達
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
や
う
に
、
字
母
の
体
系
化
と
同
時
期
か
、
そ
れ
に
先
立
つ
て
、

草
書
が
仮
名
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
使
用
字
母
の
再
編
や
体
系
化

と
関
係
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。

勿
論
、
草
書
そ
れ
自
体
は
漢
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
仮
名

の
漢
字
か
ら
の
独
立
を
促
し
た
か
ど
う
か
、
と
い
つ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
。
詳
細
は
、
草
書
の
受
容
の
歴
史
や
平
仮
名
の
字

形
の
成
立
に
関
す
る
検
討
を
俟
つ
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
は
、
字
母

の
字
種
だ
け
で
な
く
、
基
と
な
つ
た
漢
字
字
体
の
面
か
ら
も
、
そ
の

変
遷
の
実
態
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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